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Ⅰ 背景と目的  

鶏伝染性気管支炎（以下、IB）は、呼吸器症状や産卵障害、腎臓障害など多様な症状を示

す。不顕性感染で流行する場合もあり、細菌が二次感染した場合には死亡率が上昇する。こ

れらのことから養鶏産業に大きな経済的被害をもたらす重要な疾病である 1,2,3）。 

IB は、コロナウイルス科（Coronaviridae）、ガンマコロナウイルス属（Gammacoronavirus）

に属する鶏伝染性気管支炎ウイルス（IBV）の感染に起因する。IBV の大きな特徴は、抗原

性が多様なことである。その抗原性はウイルス表面のスパイク（S）蛋白質の構造と関連す

るため、S遺伝子の塩基配列を基にした遺伝子型別を行い、IBV の抗原性状を把握する手法

がとられている 3）。現在、日本国内の野外株においてその遺伝子型は 7種類 （表 1）が確認

されている 4）。そして、抗原性に対応したワクチンが流通しており、IB の発生防御対策は

地域の発生傾向に対応して適切なワクチンを選択することが有効である１,2,3）。 

今回、本県で過去に確認された IBV について遺伝子系統解析による遺伝子型別を実施し、

さらに各事例の疫学情報を整理することによって、今後の発生防御対策について考察した。 

表１ 国内野外株で確認されている遺伝子型 

 

Ⅱ 材料と方法 

県内で 2015～2024 年に IB と診断した鶏の病性鑑定 8事例について、スワブ・臓器乳剤

を発育鶏卵尿膜腔接種によるウイルス分離を実施し、RT-PCR５)によりウイルス増殖を確認

した。さらに、このうち 17 検体について PCR 産物のダイレクトシークエンスを行い、S蛋

白質を構成する S1蛋白の遺伝子の一部について遺伝子系統解析を行った。 

 

 

Ⅲ 結果 

１ 遺伝子系統解析結果 

遺伝子系統解析では、県内で確認された IBV は図 1のとおり JP-Ⅰ～Ⅳ、4/91、Mass

型であり、幅広い遺伝子型が県内に浸潤していることが判明した。特に JP-Ⅰ型では
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（図 2）、ワクチン株である S95、C-78 にそれぞれ近縁の株に大別された（以下、各ワク

チン近縁株を S95 近縁株、C-78 近縁株とする）。検出された JP-1 型のうち、1検体を除

き全てが S95 近縁株であった。 

 

 

図 1 IBV S1 蛋白の遺伝子系統樹 
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図 2  IBV S1 蛋白の遺伝子系統樹（JP-Ⅰ型のみ） 

 

２ 検出年次 

発生年次別は表 2のとおりであった。2015～2017 年は Mass 型、S95 近縁株を除く遺

伝子型が検出された。2020 年以降は S95 近縁株が主体だった。 

表 2 検出年次 

 

（単位：事例数） 

 

３ 検出地域 

地域別では、図 3のとおり県北部・東部での発生が集中していた。2事例では、1農

場につき 2つの遺伝子型が同時に検出された。JP-Ⅰ型では、県北部に S95 近縁株が集

中し、特定の地域で続発していたことがわかった。C-78 近縁株は S95 近縁株の続発地域

から離れ、県西部地域で発生がみられた。 
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図 3 検出遺伝子型の県内分布 

 

４ 症状 

（１） 病性鑑定依頼時 

病性鑑定依頼時の症状は表 3のとおりであった。死亡率上昇は C-78 近縁株を除く

全ての型でみられ、IBの典型的症状である呼吸器症状は C-78 近縁株、JP-Ⅱ、Ⅳ型で

みられた。S95 近縁株は死亡率上昇のみを主訴に検査依頼を受けた事例がほとんどで

あった。 

表 3 病性鑑定依頼時の主訴 

 

 

（２）病性鑑定結果 

病性鑑定を実施した結果、腎臓の腫大が S95 近縁株全 4事例で確認され、全て IB

腎炎型と診断した。残り 4事例は IBV が分離された部位と同部位において、症状への

関与が疑われる細菌が検出されたことから、細菌の二次感染が疑われた。特に、Mass

型検出事例については、頭部腫脹症候群と診断されており、眼瞼スワブから IBV およ

び大腸菌が検出されたことから、既報の通り IBV の頭部腫脹症候群への関与が推察さ
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れた 6）。 

 

５ 発症日齢 

発症日齢は表 4のとおりであった。多くの事例が 90 日齢以降で、最も若齢だったの

は Mass 型が検出された第 6 事例の 21日齢であった。S95 近縁株は 40～166 日齢とばら

ついた。 

表 4 事例および遺伝子型別発症日齢 

 

 

６ ワクチネーション 

感染個体に接種されていた IBV ワクチンは表 5のとおりであった。8事例中 5事例で

検出された IBV と遺伝子型が一致しておらず、ワクチンプログラムが不十分であった可

能性が考えられた。3事例（第 4、7、8事例）では S95 ワクチンが接種されていたが

S95 近縁株が検出された。  

近縁のワクチン接種にも関わらず発症した原因については、第 4事例において、接種

日以前に IBV に感染し、ワクチンによる免疫獲得を前に発症に至ったと推察された４）。

第 7、8事例では、ワクチン接種後から日数が経過していた。この事例では１つの鶏舎

内で散発的な死亡がみられており、鶏群内の免疫獲得のばらつきにより、IBV に対する

免疫が不十分であった個体が IB 発症に至ったと推察された７)。 

 

表 5 事例別 IBV ワクチネーション 
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Ⅳ まとめと考察 

遺伝子系統樹解析により、県内に様々な遺伝子型の IBV が浸潤していることが判明した。

このため、県内の養鶏場において IB 発生を防御するためには、様々な遺伝子型に対応した

幅広いワクチネーションが重要であると考察した 3,7)。さらに、県北部では近年 S95 近縁株

の発生が集中していることが判明し、こうした地域においては、S95 の幼雛期でのワクチン

接種や中雛期以降の追加接種が有効であると考えた。 

IB の発生防御には適切なワクチン選択が重要だが、同時に日常的な衛生管理の徹底を行

い、IBV の侵入防止や細菌等の二次感染を防止することも重要である 1,2）。 

今回の全事例では IBV の農場侵入経路は不明であった。今後、農場への侵入経路、侵入リ

スクを解明するために、病性鑑定時の検体収集継続、野外 IBV 浸潤状況調査などを実施し、

効率的な IB 発生防御対策の検討を続けていく。 
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